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昨
年
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」が
、
わ

が
国
２２
番
目
の
世
界
遺
産
と
し
て
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

世
界
遺
産
は
、
世
界
中
の
人
々
が
過

去
か
ら
引
き
継
ぎ
、
未
来
へ
と
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
類
共

通
の
文
化
財
と
い
え
る
。

わ
が
国
の
場
合
、
戦
前
か
ら
史
蹟

名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
、
国
宝
保

存
法
、
重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関

す
る
法
律
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
２４（
１
９
４
９
）年
１
月
に
法
隆
寺

金
堂
の
壁
画
が
火
災
で
焼
失
し
た
こ

と
を
受
け
、
翌
昭
和
２５（
１
９
５
０
）

年
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
、
国
民

の
文
化
的
向
上
を
目
的
と
し
て
、
新

た
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ

た
。
地
方
公
共
団
体
も
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
区
域
内
の
重
要
な

も
の
を
文
化
財
に
指
定
し
、
保
存
・

活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
埼
玉
県
で
は
昭

和
２７（
１
９
５
２
）年
に
文
化
財
保
護

条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
本
市
の

条
例
制
定
は
、
市
制
施
行
直
後
の
昭

和
３３（
１
９
５
８
）年
９
月
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
本
市
で
は
、
昭
和
３０

（
１
９
５
５
）年
１２
月
２０
日
発
行
の

『
上
尾
自
治
だ
よ
り
』第
１２
号
か
ら
、

当
時
の
著
名
な
郷
土
史
家
で
あ
っ
た

け
い
ぞ
う

石
井
敬
三
氏
に
よ
る「
上
尾
郷
土
史

稿
」を
連
載
し
、
条
例
を
制
定
す
る

前
か
ら
、
広
く
町（
市
）民
に
歴
史
や

文
化
財
に
対
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。文

化
財
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
る

と
、
市
文
化
財
保
護
委
員
会
は
文
化

財
候
補
の
調
査
を
行
い
、
翌
昭
和
３４

（
１
９
５
９
）年
３
月
に
次
の
９
カ
所

を
選
定
し
た
。

じ
け
ん
ど
う

上
尾
郷
二
賢
堂
跡(

氷
川
鍬
神
社·

ぶ
へ
い
じ
せ
き
も

宮
本
町)

、
山
崎
武
平
治
碩
茂
の

へ
ん
じ
ょ
う

い
ん

ぶ
ぜ
ん
の

墓(

遍
照
院·

上
町)

、
松
下
豊
前

か
み
ふ
さ
と
し

守
房
利
の
墓(

放
光
院·

上
尾
下)

、

ぼ
く
さ
い

森
朴
斎
碑
と
墓(

観
音
堂
境
内·

平

お
き
の
か
み

方)

、
西
尾
隠
岐
守
一
族
累
代
の

み
ょ
う

ご
ん
じ

ゆ
う
さ
い

墓(

妙
厳
寺·

原
市)

、
伊
藤
由
哉

と
く
し
ょ
う

碑
と
墓(

妙
厳
寺·

原
市)

、
徳
星

じ

か
や

寺
の
栢
の
大
樹(

徳
星
寺·

畔
吉)

、

し
ち
く

古
代
住
居
跡(

向
山)

、
柴
田
七
九

ろ
う

じ
ゅ
う
れ
ん
じ

郎
父
子
の
墓(

十
連
寺·

今
泉)

こ
れ
を
受
け
て
、
市
教
育
委
員
会

は
同
年
１
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

初
の
市
指
定
文
化
財
に
指
定
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
に
標

柱
を
建
て
た（
写
真
１
・
２
・
３
）。

な
お
、
徳
星
寺
の
栢
の
大
樹
は
、

昭
和
４８（
１
９
７
３
）年
に
、「
徳
星

寺
の
大
カ
ヤ
及
び
暖
帯
林
」と
し
て

県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
向
山
の
古
代
住
居
跡
は
造

成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
市

指
定
文
化
財
を
解
除
さ
れ
た
。

し
か
し
、
調
査
・
研
究
が
進
む
に

つ
れ
て
市
指
定
文
化
財
の
数
は
増

え
、
こ
と
し
１
月
１
日
現
在
、
有
形

文
化
財（
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
書

跡
・
典
籍
／
古
文
書
、
考
古
資
料
、

歴
史
資
料
）５０
件
、
民
俗
文
化
財（
有

形
民
俗
文
化
財
、無
形
民
俗
文
化
財
）

１８
件
、
記
念
物（
史
跡
、
天
然
記
念

物
）１５
件
の
計
８３
件
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
他
に
、
平

成
１８（
２
０
０
６
）年
度
か
ら
登
録
文

化
財
制
度
も
創
設
し
、
こ
と
し
１
月

１
日
現
在
、
民
俗
文
化
財（
有
形
民

俗
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財
）３８

件
、
記
念
物（
史
跡
）１
件
の
計
３９
件

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

（
上
尾
市
歴
史
民
俗
研
究
会
）

初
の
市
文
化
財

指
定

写真２ 「森朴斎碑と墓」の標柱の設置

～昭和３０年代の上尾～
昭和３３年７月１５日に市制施行した上尾市は、昨年市制施

行６０周年を迎えました。平成３０年４月号から平成３１年３月号
までの上尾歴史散歩は、昭和３０年代当時の広報誌『上尾自
治だより』から、当時の出来事やその背景などを探ります。

写真３ 「伊藤由哉碑と墓」の標柱の設置

写真１ 初の市文化財の指定を伝える『上尾自治だ
より』（第４６号）
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